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第 24期 第４回 八尾市図書館協議会 会議概要 

 

日 時 令和８年３月 19日（木） 

                           15時 00分～16時 30分 

                       場 所 八尾市立青少年センター集会室                                    

 

 出席者（敬称略） 

   稲垣 房子    （元奈良大学 教授） 

   二宮 久子    （八尾市社会教育委員会議） 

   嶋田 学     （京都橘大学 教授） 

川窪 和子    （大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学 元図書館副館長） 

   戸倉 信昭    （大阪市立中央図書館 利用サービス担当課長） 

   髙田 正史郎   （八尾市地区福祉委員長連絡協議会） 

鈴木 縁     （公募市民委員） 

欠席者（敬称略） 

江岡 信行    （八尾市青少年育成連絡協議会） 

坂本 篤史    （八尾市校長会） 

近松 真定    （八尾市ＰＴＡ協議会） 

 

事務局 

   太田 浩子    （教育委員会事務局副教育長） 

   川添 浩司    （教育委員会事務局次長） 

永澤 行彦    （生涯学習課長） 

上原 康男    （教育委員会事務局参事兼八尾図書館長） 

浅田 耕司    （山本図書館長） 

奥保 真一    （志紀図書館長） 

鶴田 洋介    （八尾図書館主幹） 

仲谷 智子    （八尾図書館利用サービス係長） 

松本 繁和    （八尾図書館資料係長） 

山口 みどり   （八尾図書館司書） 

上田 恵理子   （山本図書館司書） 

池防 治美    （志紀図書館司書） 

川元 翔     （龍華図書館長：指定管理者） 

長谷川 麻優子  （龍華図書館長補佐：指定管理者） 
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１ 副教育長挨拶 

２ 議題 

令和８年度 八尾市立図書館事業計画（案）について（資料 1） 

会 長：第 24期の任期は５月までだが、会議としては、これが最終になるので、是非、色々

な意見を出して頂き、八尾図書館全体の発展、教育の発展、読書の発展に皆さんの

お力をお借りしたい。 

委 員：ここ３、４年、図書館の発信力は、以前とは比べ物にならないぐらいで感心してい

る。学校保護者連絡システム（sigfy）は、地域の保護者、各種団体等で共有してい

る。小学生の読書率の向上については、20 年ほど前、朝の本読みを提案して、子

どもたちの落ち着きに効果があったと校長先生から聞いたので、中学校の評議委

員になった際にも同様に提案した。また、福祉委員会では、世代間交流の試みで、

子どもと高齢者が一緒にニュースポーツに取り組んでいる。 

会 長：八尾市における朝読の状況を説明されたい。 

事務局：令和５年 11月から小中学校、義務教育学校の生徒・児童が電子図書館の読み放題

パック等を活用して朝読に取り組んでおり、非常にログイン数等が伸びている。ま

た、学校への図書の貸し出しも行っている。 

会 長：学校現場での活動体験を通じて、何かあるか。 

委 員：小・中学校では、各自の調べ学習が終われば、読書の時間を設けているので、すご

く本に親しむ時間が増えていると思う。また、年度末に一番多く本を借りた人に学

校司書からささやかなプレゼントを配布しているようである。 

会 長：書店との連携について具体的に説明願う。 

事務局：読書離れ、市内書店が減少していく中、書店との連携により読書推進に取り組んで

いくため、令和７年度には、市内書店の店長による講演会の実施や小学生の作成し

たＰＯＰを店頭掲示して頂いた。令和８年度はさらに取組を広げていきたい。 

会 長：ファースト・リード・プロジェクトについて説明願う。 

事務局：ファースト・リード・プロジェクトとは、４ヶ月児の健診実施時に担当所属から健

診の案内を送付する際に、絵本の引換券を同封し、市内に５ヶ所ある地域子育て支

援センター等、在宅子育て支援施設を訪問すれば、絵本をお渡しする事業。 

また、令和８年度では、図書館司書による読み聞かせを地域子育て支援センターで

行うことを考えている。 

会 長：図書館司書が出向く取組として他の事例を紹介されたい。 

事務局：八尾図書館では、令和７年度から高齢者施設に２回司書を派遣している。 

会 長：ボランティアの方の取組は如何か。 

委 員：読み聞かせボランティアが敬老の日に高齢者施設で紙芝居等を実施している。 

会 長：社会教育委員としての立場からは如何か。 

委 員：今、八尾では不登校の方を守る取組に力を注いでいて本当に感動している。また、

企業や大学等の連携強化について興味があり、取組状況について説明願いたい。 
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事務局：市内大学図書館と協定を結んで本の相互貸借を行っているほか、市外の大学による

読み聞かせ行事を実施頂いている。企業との連携では、人気イベントとして鉄道ま

つり等を実施している。 

会 長：文部科学省では、読書バリアフリーに力を入れており、委員から説明願いたい。 

委 員：本年度に有識者会議を立ち上げ、「図書館が拓く未来の学びと地域社会」という報

告が出たところである。その中で、学校図書館については、「地域のハブ、学校の

中心を担う図書館」、公共図書館については、「すべての人に開かれた図書館サービ

スの構築」という２本の柱が示され、ユニバーサルアクセスの実現に向けて、電子

書籍サービスの拡大等、具体的な事業についても議論され、読書バリアフリー法、

特に図書館利用に障がいのある方々への観点において、国として大きく政策の重

み付けをしようとしていると思う。また、令和５年度に、第４期教育振興基本計画

が策定され、ウエルビーイング、幸福実現を社会教育で実践していくことが位置付

けられており、図書館が社会教育施設の中で、重要な位置を占めていくのではと感

じているところである。 

会 長：学校図書館の状況は、如何か。 

事務局：令和６年度から市の職員として、学校司書を永畑小学校と龍華小学校に配置してい

る。これはモデル的配置になっており、活動の成果を検証しながら、出来れば、司

書配置を広げていきたい、という思いをもって進めている。 

会 長：公共図書館と学校図書館の連携について、文部科学省の有識者会議について、委員

からさらに補足説明を願う。 

委 員：文部科学省に「図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議」が立ち上が

り、「学校図書館及び公共図書館サービスの構築に向けた方策」として、①ユニバ

ーサルアクセスの実現、②対話と活動による地域の連携・協働の一層の推進、 

③図書館・学校図書館を支える人材の育成の３つが議論なされたところである。 

その中で、学校図書館の図書標準の見直しや司書の配置数等について議論になっ

た。さらに、学校は地域のコミュニティの拠点としての機能を有しており、公共図

書館が学校図書館を支援することで、間接的に社会教育的機能の強化が期待され

るところである。一方、現在の図書館法では、学校司書の設置は努力義務であり、

義務化すべきとの議論もあったが、その可能性を示す展開にならなかったことが

残念に思う。 

委 員：有識者会議の報告書の中身は良く練られているが、実現のための財源が自治体任せ

になっている。八尾市では、学校司書のモデル配置を踏まえた本格配置を検討され

るということで、市民にとっても、教員にとっても心強い話である。大阪市では、

読書推進法に基づく第５次計画を間もなく発表できる。是非、ご覧頂き、忌憚のな

い意見を頂ければと思っている。また、令和８年度に読書バリアフリー計画を策定

することに決めているが、自治体が単独計画として立案する例はあまりない。 

委 員：八尾市では、読書バリアフリー計画を策定しないなら、電子書籍サービス１万数千
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点、そのうち、リフロー型のコンテンツが１万点近くあり、マルチメディア・デイ

ジー的な機能を有するものを多く提供しているので、図書館事業計画の中に明記

すべきではないか。マルチメディア・デイジーは、日本語が通じない児童生徒への

教育にも有用であるので、もっとアピールしたら良いと思う。 

会 長：非常に重要な指摘なので、文章に追加願う。次に、やさしい利用案内について、説

明されたい。 

事務局：外国の方、日本語が分からない方にご利用いただけるよう、日本語と中国語のやさ

しい利用案内を 3月 15日付でＨＰにアップしている。また、ベトナム語について

も出来次第、アップする予定。さらに、図書館システムの更新を令和９年度に予定

しているので、更新時には障がい者サービスが分かりやすいようにＨＰ、スマホ版

についても対応していきたい。 

会 長：外国籍の人たちへの生涯学習の取組は如何か。 

事務局：中国帰国者が集住される地域において、日本語教室を開催したり、ベトナム出身者

が集住される地域では、識字教室を開催している。 

会 長：図書館ボランティアの活動では如何か。 

委 員：司書・図書館館長と、各ボランティア団体の代表者が年に１度、話し合う機会があ

ればいいかと思う。ボランティアも図書館の取組に協力したいので、よろしくお願

いしたい。 

事務局：ボランティアの方々とは協働関係にあり、ボランティアの方々のお力を借りて、活

動を推進できていることに非常に感謝しているところ。ご提案の件については、令

和８年度に検討していきたい。 

委 員：評価指標に、貸出利用した市民の全市民に対する割合を示す、有効登録者率を加え

ては如何かと感じた。また、八尾市立図書館全体としての事業計画案の合意形成、

政策形成の取り組みについて、今後示してはどうか。 

会 長：事業計画を立てて、その後、どこまで達成できたか、ということを委員が共有して

論議ができるように資料を工夫して頂きたい。事務局から他にありますか。 

事務局：第 24期の図書館協議会は、今回の会議をもって最後となる。 

この間、会長はじめ、委員の皆様には、大変お忙しい中、ご臨席を頂き、熱心にご

協議を賜ったことに、感謝を申し上げる。 

第 25期図書館協議会については、現在、市民委員の公募・選考を行っているとこ

ろ。新たな協議会委員については、５月の教育委員会議に提案のうえ、決定頂く予

定。 

今後においても、本市の図書館協議会の運営に対し、委員の皆様のご理解ご協力を

賜るよう、お願い申し上げる。 

会 長：以上で第 24期第４回の八尾市図書館協議会を終了する。 

 

以上 


